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Blackwood's Edinburgh Magazine に見る1850年代
の`sensation' : Wilkie Collins の Basil から










Blackwood’s Edinburgh Magazine に見る1850年代の‘sensation’








Woman in White（1859-1860）が連載されるよりも半年ほど前に、Blackwood’s Edinburgh 
Magazine の記事において“we should fly thought, we should cultivate sensation”と述べている。
また、1855年、Margaret Oliphant は同誌において Collins の初期の代表作 Basil に触れて、“The









最も早い事例が1861年９月の The Sixpenny Magazine の記事に見られると述べている1）。本
論の目的は、その‘sensation novel’という用語が作られる素地として、‘sensation’とい
う言葉が既に1850年代後半にかけて社会的な現象を象徴する用語となっていたことを雑誌
Blackwood’s Edinburgh Magazine を例にとって検証し、センセーション小説の先駆者的存在
である Wilkie Collins の初期の代表作 Basil（1852）と1860年代始めのセンセーション小説の流




　‘Modern Novelists – great and small’ と 題 し た1855年 ５ 月 の Blackwood’s Edinburgh 






periodical press’と題した1859年１月の Blackwood’s の記事では、E.S.Dallas が、「我われは
思考を離れ感覚を培うべきだ」（we should fly thought, and cultivate sensation）3）という一節









　‘Adam Bede’と題した1859年４月の Blackwood’s の記事は同年出版の George Eliot の
Adam Bede の書評記事であるが、その中で、筆者の William Lucas Collins は、1857年に出版










記事の書評対象となっている Adam Bede の作品中にも、あらゆる事柄で新しい刺激を追い求
める社会的傾向を伝える一節がある。











　　[…] by  transferring  the emotion of Beautiful  from the sphere of Feeling  into  that of 
the Understanding, we at once filter the emotion of its disturbing qualities, and render 
ourselves  longer sensitive  to  its delightful  influence.  […] And by giving the emotion a 
place  in  the  inner shrine of  the  Intellect  in addition to  its primal place  in  the sphere 












　本論冒頭の引用で Oliphant は‘sensation’に引用符を付して「Collins が Basil において読
者に与えようと意図した『センセーション』とは『恐怖』である」と述べているが、ここで
Basil における‘sensation’を具体的に検証していく。











Blackwood’s などの一般雑誌にも登場しており、G. H. Lewes は1850年代に Blackwood’s に20


















































Collins having  first  chosen one which could neither please nor  elevate,  has  rather 
increased the displeasure  it exercise, by which his resolution to spare us no revolting 
details.21）




３．The Woman in White における‘sensation’とその評価
　批評家たちの間で見られた Basil に対する拒絶反応は、1859年、雑誌 All the Year Round で




is  legitimate, natural,  and possible;  all  the exaggerations of excitement are carefully 
eschewed,  and  there  is  almost  as  little  that  is  objectionable  in  this highly-wrought 
sensation-novel, as  if  it had been a domestic history of  the most gentle and unexcited 
kind.22）






　　Few readers will be able  to  resist  the mysterious  thrill  of  this  sudden  touch.   The 






likeness）25）が Hartright の脳裏に稲妻のようにひらめく瞬間で、Oliphant は次のように述べ、
前者同様に状況設定の自然な成り行きの中で生まれる紛れもない緊迫感を評価している。




‘sensation’の単語そのものの使用に関して The Woman in White を見ていくと、偶然にも
それらの多くが Oliphant が指摘する上記二つの場面に挟まれる形で用いられているのが分か
る。注目すべきは、Basil で用いれられていた‘sensation’が身体的な意味合いを帯びてい 
たのに対して、The Woman in White では、‘a strange sensation’27）、‘a confused sensation’28）、 
‘a sensation oddly akin to the helpless discomfort’29）など、心理的な感情を表しており、Basil





　1852年の Basil 出版から1859年の The Woman in White 連載にかけての期間は、Collins が
Charles Dickens 編集の雑誌 Household Words のスタッフとして執筆していた時期にあたる。
Dickens は中産階級向けの雑誌の編集責任者としての立場から、常日頃 Collins の道徳に対す
る挑戦的な姿勢を警戒していたと言う。例えば Dickens は1858年９月24日の副編集長 W. H. 
Wills への手紙で「Collins の記事によく目を通して中産階級読者を不必要に刺激するような箇


























Blackwood’s に、The Woman in White の‘sensation’の特性に通じるような絵画の論評







け J.E.Millais の“Vale of Rest”に関して Atkinson は、「確かに力強い作品であるが、その












　　Mr. Knight’s“Barley Harvest  on  the Welsh Coast”is  certainly  among  the more 
praiseworthy works executed under  so-called pre-Raphaelite  influence,  careful  and 




















たことは、Basil と The Woman in White の社会的評価の決定的な違いが如実に物語る。The 
Woman in White の大反響および、その後のセンセーション小説の流行を導いたのは、Basil
執筆に際して「しきたりに背くことも厭わない」（I have not hesitated to violate some of the 























































25．Wilkie Collins, The Woman in White（1859-60. London: Penguin Books, 1985), p. 86.
26．Oliphant,“Sensation Novel,”p.571. 
27．The Woman in White, p. 57.
28．The Woman in White, p. 57.
29．The Woman in White, p. 59.
30．P.C.Lehmann（ed), Charles Dickens as Editor（London: Smith Elder, 1912), p. 247.
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